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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
男性器の放尿口側が挿入できる大径の放尿受部を後端側に、該放尿受部の前端側に小径の
放尿排出部を形成している先細り筒状の放尿飛散防止具であって、該放尿飛散防止具は基
体がトイレットペーパからなる成形体であり、基体の内側面言わば放尿受面側に撥水性の
被膜を形成しており、かつ折りたたみ可能に形成されており、該基体の両端に把手部を形
成し、把手部同志を接着もしくはかしめ加工などの機械的なかみ合わせによって結合して
起立状態にし、かつ折りたたみできることを特徴とする放尿飛散防止具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は男女共用の洋式便器、以下便器という、において男性が放尿する際の放尿が便器
周壁や床面に飛散するのを防止する放尿飛散防止具に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来放尿飛散防止具は公知である。例示すれば特許文献１、特開平１０－２３４７６３号
公報に開示されている。
特許文献１は、紙又はプラスチックを円筒にして、先部を細め、先部に放尿穴を設ける構
造である。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
特許文献１の放尿飛散防止具は、放尿を便器内に落下させるガイド筒となるので、便器外
への飛散は、解消されるメリットがある。
ところが放尿時に放尿が放尿飛散防止具に付着するので洗浄しないと尿臭が漂い、再使用
に際しては不衛生である。それを解消するために洗浄タンクの水であるいは手洗いの水で
洗浄する方法があるが洗浄作業が面倒であり、かつ放尿の付着した放尿飛散防止具を手洗
いの位置に移動する間に放尿の滴が床面に落下し不衛生であった。
本発明は上記の従来の問題点を解消した放尿飛散防止具を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
本発明はつぎの特徴を備えている。
その一は「男性器の放尿口側が挿入できる大径の放尿受部を後端側に、該放尿受部の前端
側に小径の放尿排出部を形成している先細り筒状の放尿飛散防止具であって、該放尿飛散
防止具は基体がトイレットペーパからなる成形体であり、該成形体は基体の内側面言わば
放尿受面側に撥水性の被膜を形成していることを特徴とする放尿飛散防止具」である。
【０００５】
その二は「上記その一の構成において、放尿飛散防止具は折りたたみ可能に形成されてい
ることを特徴とする放尿飛散防止具」である。
【０００６】
その三は「上記その一またはその二の構成において、放尿飛散防止具は基体の放尿受面側
の放尿受部先端側に撥水性の被膜を形成せずに、トイレットペーパの基体の露出面を所定
長さ形成していることを特徴とする放尿飛散防止具」である。
【０００７】
その四は「上記その１またはその２またはその３の構成において、放尿飛散防止具は基体
の両端に把手部を形成し、把手部同志を接着もしくはかしめ加工などの機械的なかみ合わ
せによって結合して起立状態にし、かつ矢印で示すように左右方向に折りたたみできるこ
とを特徴とする放尿飛散防止具」である。
【発明の効果】
【０００８】
本発明の放尿飛散防止具は、基体が公知のトイレットペーパからなる成形体であり、該基
体の内側面言わば放尿受面側に撥水性の被膜を形成しているので、男性器の先端を放尿受
部に挿入して放尿すれば、放尿は放尿受面側に形成している撥水性の被膜面を伝って、前
端側の排出部から便器内に落下するが、放尿水が被膜によって基体のトイレットペーパへ
の接触が遮断されているので、トイレットペーパには放尿水が浸潤しないので、トイレッ
トペーパは成形性を保持し、形状が破壊されない。
さらに把手部の形成によって男性器の放尿受部への挿入、脱出がより容易にできる。
【０００９】
本発明の放尿飛散防止具は放尿後に該放尿飛散防止具を便器内に捨てれば、該放尿飛散防
止具の基体の外面側いわばトイレットペーパの面が洗浄水に浸潤され、トイレットペーパ
を構成している繊維がバラバラにほぐれて分散状態になり、排出口から下水道に流れる。
【００１０】
本発明の放尿飛散防止具は基体が所定厚みのトイレットペーパからなる成形体であるので
、折りたたみ可能であり、折りたたんでシート状にして保管すれば保管場所も小さくでき
便所室の適所に保管でき、使用に際しては筒状の成形体に広げて使用でき、使い勝手がよ
い。
【００１１】
本発明の放尿飛散防止具は基体の放尿受面側の放尿受部側に撥水性の被膜を形成せずに、
トイレットペーパの基体の露出面を形成しているので、放尿後に男性器の放尿口を上記露
出面に当てて、男性器の放尿口に付着している僅かの残部滴を拭き取ることができ、下着
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を汚さなく衛生的である。
本発明による放尿飛散防止具は上記種々の作用効果があり、実用価値大である。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】Ａは本発明放尿飛散防止具の一実施例を示す展開図、ＢはＡのＸ－Ｘ断面図
【図２】本発明放尿飛散防止具の正面図
【図３】本発明放尿飛散防止具の平面図
【図４】本発明放尿飛散防止具の他の実施例を示す展開図
【図５】図４に示す放尿飛散防止具を成形した状態を示す平面図
【図６】本発明放尿飛散防止具の他の実施例を示す正面図。
【図７】図６のＸ－Ｘ要部拡大断面図。
【図８】本発明放尿飛散防止具の他の実施例を示す展開図
【図９】本発明放尿飛散防止具の使用状態を示す説明図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
本発明について実施例を図面を用いて説明する。
図１から図３において１は放尿飛散防止具で、公知のトイレットペーパを所定の大きさ、
形状に切断している。トイレットペーパは水につかると水流で繊維がほぐれてバラバラに
分散する性質がある。材料が広葉樹の木であり短繊維からできているからである。
トイレットペーパは一枚もの、二枚重ね物などがあり、ある程度の厚みと強度を保持する
ために、また二枚重ねにおいては接合のためにエンボス加工を施している。
本発明の放尿飛散防止具は市販のトイレットペーパを二枚ないし三枚重ねて所定の厚みに
して成形体にしている。一枚の厚みでは成形性が弱く把手し難い。所定厚みのトイレット
ペーパを得るには市販のものを二枚ないし三枚重ねる方法、あるいは一枚で所定厚みのも
のを作る方法等がある。トイレットペーパを重ねて接合するために、スプレー糊をほんの
僅か噴霧して接合する方法、たとえば剣山のごとき多数の突起物の道具で厚み方向にプレ
スして圧接合する方法、その他公知の接合ないし結合手段を用いればよい。
【００１４】
放尿飛散防止具はトイレットペーパからなる基体２の内面側の全面に撥水性の被膜３を形
成している。被膜３はスプレー状に噴霧して形成している。スプレーはたとえば布、繊維
製品に適用できる防水スプレー等撥水性の膜を形成すればよい。撥水性の被膜を形成する
のは放尿がトイレットペーパの基体に触れて浸潤するのを阻止するためであり、厚みは薄
いほうが好ましい。
２ａはのりしろ部で、この面には被膜を形成しなくてもよい。この面つまりのりしろ部は
接着剤を介して基体の他端側に接着結合しており、図３に示すように筒状体に成形した状
態では外側に位置しており、放尿受面にならないからである。
【００１５】
図２、図３は図１のものを巻回して円錐筒状の成形体にしている。実施例は一端ののりし
ろ部２ａを他端に接着結合している。しかして男性器の放尿口が挿入できる大径の放尿受
部４を後端側に、該放尿受部の前端側に小径の放尿排出部５を形成している。放尿飛散防
止具の大きさは大人用、中人、小人用など分けて用意してもよく、大人用のみでもよい。
不図示であるが、円錐筒状に替えて略角錐筒状の成形体でもよい。要は先細りで筒状で男
性器の放尿口が挿入できることである。
上記形状の成形体であれば、基体がトイレットペーパであり折りたたみ可能である。言わ
ば上下に押しつぶしてシート状にできるので、体積が小さくなり、保管の際積み重ねでき
る。
【００１６】
図４、図５は本発明放尿飛散防止具の別の実施例を示す。これの特徴は図示のように基体
の両端に把手部６、６を形成しており、図５に示すように把手部を接着結合して起立状態
にしている。この把手部も矢印で示すように左右方向に折りたたみできることは材質から
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もよい。放尿時には把手部を把手して男性器の放尿口を挿入、脱出すれば動作が容易であ
る。
【００１７】
図６、図７は本発明放尿飛散防止具の他の実施例である。これの特徴は図４図５が把手部
６、６が長手方向に接着結合しているのに対して、把手部６、６を長手方向に適数個、図
示では６個かしめ加工によって結合している。言わば機械的なかみ合わせによる結合であ
る。
製造工程は基体を折り重ねて把手部６、６を重合した状態でバーリング加工を施し、次い
でかしめ加工を施している。６ａはかしめ部である。これらの加工は適数個を個々に、あ
るいは複数個ずつ、あるいは同時に施すことが可能である。
【００１８】
図８はさらに本発明放尿飛散防止具の他の実施例を示す。これの特徴は、基体の放尿受面
側の放尿受部先端側に撥水性の被膜を形成せずに、トイレットペーパの基体の露出面を所
定長さ形成している。この長さは１ないし２センチメートル程度が好ましい。放尿後に男
性器の放尿口に付着している僅かの残部滴を拭き取ることができ、衛生的であり、下着を
汚さない。
【００１９】
図９は本発明放尿飛散防止具の使用状態を示す説明図である。放尿飛散防止具１の把手部
を把手して男性器７の放尿口を放尿受部に挿入して、点線で示すように放尿し、放尿排出
部から便器内に放尿している状態を示す。８は便器、８ａは排出口、９は便座、１０は蓋
板、１１は洗浄タンクである。
放尿後に本発明の放尿飛散防止具を便器内に捨てれば従来のトイレットペーパ同様に、洗
浄水によって基体が浸潤して繊維がほぐれて分散し、排出口から下水道に排出される。
以上本発明の実施例について説明しているが本発明の技術思想を逸脱しない範囲の設計変
更は可能である。
【符号の説明】
【００２０】
１　　　放尿飛散防止具
２　　　基体
２ａ　　のりしろ部
３　　　被膜
４　　　放尿受部
５　　　放尿排出部
６　　　把手部
６ａ　　かしめ
７　　　男性器
８　　　便器
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